
「朝の元気は、朝食から！」

▲用意される朝食。
　テーブルには季節のお花。 ▲これから始まる１日に備えてお腹いっぱいに！

▲ボランティアの皆さん
（写真の左から2番目が平川会長）

別府校区社協による小学生の朝食支援事業が始まりました
　別府校区社協では、令和５年５月より別府小学校に通う子どもたちに朝食を提供する活動を始
めました。ボランティアの方々が「おはよう。食べていく」と温かく迎え入れてくれます。
　メニューはパン・バナナ・牛乳で各自がお皿にとり、登校前の食事を楽しみます。「いってきます」
「いってらっしゃい」の元気な声でさわやかな一日が始まり、子どもたちはパワー満タンで学校に

向かいます。
　回数を重ねるごとに会場は賑やかな雰囲気になり、「次は
いつありますか」と次回を楽しみにしてくれている子どもた
ちも増えています。

　この活動を始めたのは、「朝食を摂らずに学校に来ている小学生はいるのか」という疑問に誰も
答えられなかったからです。現実には、そういう児童が一定以上存在しているのではないかと思
います。
　この活動は「子供の朝食問題」の解決ではありません。簡単な朝食を通してですが、「人はでき
る範囲で他者を助け、親切にする、それが社会のあり様
だ」ということを子どもたちに体感してもらえたらと思っ
ています。
　一方で、活動している私たちは、元気で明るい子ども
たちに接するだけでとても幸せな気分に満たされます。

「朝の元気は、朝食から！」の活動について
　活動日：第２・３火曜日７：３０～７：５０
　場　所：六ケ町会館（別府５－４）
　毎回５０食を用意し、なくなり次第終了
　※アレルギー対応はしていません

別府校区社協　平川会長に聞きました

各活動のお問合せは、城南区社協事務所までご連絡ください。  ☎832-6427
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この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

グループのメンバーさんに聞きました

地域における個人情報の取り扱いについて考える機会に

ゴミ出しでお困りの方はご相談ください！

「ふくしのまち福岡城南区版」の音訳リスナーを募集しています！

▲講話の様子

▲ゴミ出しの依頼内容について話し合ってる様子

▲定例会の様子

～田島校区　交流会～

～音訳ボランティアグループの活動～

　田島校区社協では、令和５年６月に校区の地域福祉活動において、個人情報をどのように取り扱うかを
話し合うきっかけづくりとして、岩城法律事務所の岩城和代弁護士を講師に招き、自治会長、民生委員、ボ
ランティアを対象に勉強会を開催しました。
　講師からは、法律の基本的な知識を学び、災害時での円滑な支援のため、平常時から個人情報を共有し
ておくことの重要性や、本人に同意を取る方法等について学びました。
　講座終了後、校区社協役員からは「講座を実施してよかった」「今後は
具体的な事例を使って、個人情報の取扱いについて話し合いをしたい」
との意見が挙がりました。
　城南区社協では、個人情報の取り扱いに関する出前講座を実施して
います。講座のお問合せは城南区社協事務所までご連絡ください。
  ～参加者アンケートより～
 ・法律等、難しい内容でしたが、わかりやすくお話していただけました。
 ・町内や隣近所のつながりが大切だと思います。

　令和４年１０月に発足した「ごみ出しVo城南」は、福祉サービスを利用してもなお、家庭用のゴミ出しが
困難な人に、シニア世代のボランティアがゴミ出しの支援を行なうグループで、現在６人のメンバーが活
動をしています。ゴミ出しでお困りの方は、城南区社協事務所へご相談ください。
　また、ボランティアとして一緒に活動していただける
メンバーも募集しています。
【ごみ出しVo城南の利用条件】
活動場所：城南区内
活動時間：原則１０時～１８時（応相談）
活動経費：ボランティアの自宅から依頼者宅までの往復
　　　　 交通費程度 （応相談）

　１９９９年に発足した「グループ９９」は、視覚障がい者のために文字などを音声化する音訳活動を行なっ
ています。現在、１２名で活動をしており、本会広報紙を始め、他機関の機関紙など様々な音訳を行なって
います。音訳をする際には、文字だけではなく、掲載されている写真の説明等も録音し視覚障がいのある
方の「目の代わり」となって情報を声で伝えています。
　現在、本会広報紙の音訳CDを４名のリスナーにお届けしています。音訳CDご希望の方は、城南区社協
事務所までご連絡ください。

　音訳をする際には、リスナーの方に正確に記事をお伝えする
ことを心がけ、下読み、構成、編集、確認作業などを行なって
います。文章を正しく読むことはもちろんですが、表や写真、
色を表現する際には、どのようにしたら正確に伝わるかを、グルー
プ全員で知恵を出し合い、話し合いながら活動をしています。
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